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おやこリンクサービス利⽤規約 
 

⼀般社団法⼈おやこリンクサービス（以下「当法⼈」といいます。）が実施する「おやこ
リンクサービス」（以下「当サービス」といいます。）は、全ての⼦どもの権利の保護、安全
確保、健全な成⻑、監護状況や⼼理状況への配慮等が最優先であることを前提として⾯会交
流を⽀援することを趣旨としています。同趣旨に沿った⾯会交流⽀援を実現するため、本規
約を定めました。当サービスのご利⽤にあたっては、同趣旨を⼗分にご理解いただき、本規
約を遵守してください。 
 
第１条（利⽤対象となる⼦ども） 

当サービスの利⽤対象となる⼦どもの年齢は、原則として０歳から１２歳までです。１３
歳以上の⼦どもの⾯会交流については、別途ご相談の上、当法⼈の判断により実施させてい
ただきます。 
 
第２条（会員登録、試⾏⾯談等、連絡調整⽅法） 
１ 当サービスは、別居親と同居親（以下「両親」といいます。）の間で⾯会条件が既に合

意されていることを前提としていますので、当サービスの利⽤には、両親の双⽅の会員登
録（年会費各３，０００円、⼀律４⽉更新）が必要です。両親のいずれかの年会費の⽀払
いがない場合は、当サービスを利⽤できません。なお、請求書の発⾏をお求めの場合は、
事務⼿数料として１通につき１，０００円をいただきます。 

２ 調停・審判中の当サービスの利⽤は「試⾏⾯談」の扱いとなり、都度の契約になります。 
なお、実施頻度や実施時間、料⾦負担等の合意がとれず、紛争になりそうな場合は、当サ
ービスを利⽤できません。 

３ 連絡調整は⾯会交流アプリ「ｒａｅｒｕ」と「公式ＬＩＮＥ」を使って⾏います。その
他の連絡⼿段は使いません。そのため、同アプリとＬＩＮＥを難なくご利⽤できる⽅が利
⽤登録の条件になります。わからない⽅にはレクチャーしますが、利⽤できない場合は、
当サービスの利⽤をお断りします。当法⼈からの連絡に対して反応がない状態（未読も含
む）が３⽇以上続く⽅についても当サービスの利⽤をお断りすることがありますので、ご
注意ください。 

 
第３条（利⽤料等） 
１ ⾯会交流⽀援の利⽤料の⾦額は、別途定めます。また、同利⽤料は、⾯会交流実施予定

⽇の７⽇前までに下記の⼝座にお振り込みください（振込⼿数料はご負担ください。）。お
振込みが確認できない場合は、⾯会交流を実施しません。 
【お振込先】 
楽天銀⾏ 第四営業⽀店（２５４）普通７３６１４４２ 
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シヤ）おやこリンクサ−ビス 
２ ⾯会交流以外の連絡については別途料⾦が発⽣します（例：養育費、⼦どもの誕⽣⽇プ

レゼント、その他⼦どもに関する連絡事項等）。その際の料⾦は、伝⾔事項が発⽣した⽅
が負担します。 

３ 利⽤料等のお振込みの後には必ずご⼀報ください。なお、請求書の発⾏をお求めの場合
は、事務⼿数料として１通につき１，０００円をいただきます。 

 
第４条（⾯会交流⽀援の⽅法） 
初回の⾯会交流⽀援は原則として「付き添型」から実施します。その後、状況を考慮して

「引渡し型」「連絡調整型」に移⾏しますが、移⾏時期について、利⽤者は当法⼈の判断に
従うものとします。これに従われない場合には、当サービスの利⽤を継続できません。 
 
第５条（⾯会交流のキャンセルの取り扱い） 
１ ⾯会交流の実施前のキャンセルにあたっては、以下のキャンセル料をいただきます。 
① キャンセル決定が⾯会⽇前⽇の２０時までの場合、利⽤料の５０%のキャンセル料がか

かります。⼊⾦済みの利⽤料からキャンセル料を差し引いた残額が、次の⾯会交流⽀援
の利⽤料に充当されます。 

② キャンセル決定が⾯会⽇前⽇の２０時以降の場合、利⽤料の１００%のキャンセル料が
かかります。 

③ ①②に関わらず、⼦どもの体調不良を理由とするキャンセルに限り、キャンセル料はか
かりません。⼊⾦済みの利⽤料はそのまま次の⾯会交流⽀援の利⽤料に充当されます。 

④ 両親のどちらかに⽣じた事情（体調不良・急⽤等）を理由とするキャンセルは、理由の
ある側がキャンセル料を全額負担するものとします。 

⑤ ⾯会交流⽀援として連絡調整⽀援のみをご依頼の場合、調整が発⽣した時点で利⽤済み
とし、その後の⾯会がキャンセルされたとしても、利⽤料を全額負担いただきます。 

⑥ ①②に関わらず、当法⼈の責に帰すべき事情により⾯会交流がキャンセルとなる場合は、
⼊⾦済みの利⽤料の全額を、利⽤者の指定する⼝座に返⾦致します。なお、次の⾯会交
流⽀援の利⽤料に充当することもできます。 

２ ⾯会交流がキャンセルになった場合には、キャンセルの理由にかかわらず、⾯会交流の
振替実施はありません。次の⾯会交流の予定までお待ちいただきますので、ご承知おきく
ださい。 

 
第６条（当法⼈が⾯会交流の条件調整や履⾏催告に関与しないこと） 

当サービスは、両親の間で⾯会条件が既に合意されていることを前提としています。した
がって、当法⼈は、⾯会交流の条件の調整や⾯会交流に関する履⾏の催告を⾏いません。当
法⼈において、両親の間で⾯会条件の合意に達していないものと判断した場合、当サービス
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の利⽤契約を解除致します。 
 
第７条（⾯会交流時間） 

⾯会交流の終了時間は、担当サポーターが⼦どもの遊びの様⼦等を考慮しながらタイミ
ングを判断します。そのため、終了後の受け渡しに⼀定の遅れが出る可能性がありますこと
をご理解ください。 
 
第８条（スーパーバイザーによる⽀援） 

当法⼈は、⼦どもの権利を最⼤限尊重することを前提として、将来における⾃⽴的⾯会交
流の実現を⽬指した⽀援を⾏います。当法⼈の判断に応じて、スーパーバイザー（⼼理カウ
ンセラー）による利⽤者⾯談があります。スーパーバイザーは⾯会交流実施の現状をふまえ
て、今後の⽅針をアドバイスしていきます。当法⼈において、利⽤者が当法⼈の判断または
スーパーバイザーのアドバイスを尊重する意思がないものと判断した場合、当サービスの
利⽤契約を解除致します。 
 
第９条（不審⾏為、粗暴⾏為等への対応） 

⾯会交流中の⼦どもが利⽤者に不信感を抱いた時や、当法⼈が、利⽤者の粗暴な⾏為・⾔
動等により、⾯会交流の実施ないし継続を危険だと判断した場合は、当サービスの利⽤契約
を解除致します。なお、⼦ども、相⼿親及び当法⼈スタッフへの暴⼒・脅迫等については、
警察・弁護⼠と連携しながら厳しい対応をします。 
 
第１０条（禁⽌事項） 
１ 利⽤者は、以下の⾏為をしてはいけません。 
① ⾯会交流に祖⽗⺟を同席させること（両親間の明確な合意がある場合を除きます。）	

② 誕⽣⽇・記念⽇以外に⼦どもにプレゼントを渡す⾏為（特別な理由がある場合には事前
に当法⼈にご相談ください。）	

③ 撮影、録⾳（⼦どもとの交流に集中してもらう必要があるためと、ＳＮＳ等への掲載に
よるトラブルの防⽌のためです。なお、当法⼈側が活動記録のために撮影を⾏うことが
ありますが、外部に公開することはありませんのでご安⼼ください。）	

④ ⾯会交流の機会を利⽤して、別の接触につながる可能性のある情報（相⼿親の住所・職
場等の情報）を得ようとする⾏為	

⑤ ⼦どもと直接連絡先を交換すること（必要とする事情がある場合、⼦どもが希望する場
合であっても、まずは当法⼈にご相談の上、許可を得てください。）	

⑥ 付き添型の⽀援による⾯会交流の際に、⽀援員の同意なく⽀援員から離れる⾏為（連れ
去り防⽌のため、ご理解ください。）	

⑦ ⼦どもに対して相⼿親との裁判、審判、調停の話題を持ち出すこと（これらの話題は⼦
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どもにとって⼤きな精神的負担となります。⼦どもの喜ぶような楽しいコミュニケーシ
ョンを⼼がけて下さい。）	

⑧ ⾯会交流の調整等のための連絡メール・チャット等の内容を外部に開⽰すること（当法
⼈に対する公的機関からの法律に則った直接の照会がある場合に限り、当法⼈において
⼦どもの権利への影響を考慮した上で、当法⼈より開⽰することを検討します。なお、
各種報告書の作成には応じません。）	

⑨ 担当サポーターに対して個⼈的な連絡⼿段の交換を求めること、プレゼント等を渡すこ
と	

⑩ 所謂カスタマーハラスメントに該当する⾏為（暴⼒、暴⾔、侮辱的な⾔動、執拗な架電・
訪問、「（個⼈情報や悪評等を）ＳＮＳで拡散する、レビューに書く」「（状況、⼿段等か
ら、脅し⽬的であると考えられる⾔い⽅での）訴えてやる、法的⼿段をとる」等の脅迫
的な発⾔）を⾏うこと（当法⼈には、全ての⼦どもたちの権利を守る上で、利⽤者の皆
様に公平に適正なサービスを提供する責務があり、また、当法⼈スタッフの労働環境・
⼈格権を保護する責務がありますので、⼀部の利⽤者に偏った過剰な対応はできませ
ん。）	

⑪ ＳＮＳ・レビュー等において当法⼈に関する虚偽、誇張、侮辱、誹謗中傷に該当する投
稿を⾏うこと（発⾒した場合には、直ちに弁護⼠と連携し、匿名であっても裁判所を通
した発信者情報の特定⼿続きを⾏った上で、刑事（告訴）・⺠事（損害賠償請求）の両⾯
において、法的責任を徹底的に追及して参ります。）	

⑫ 強引に⾯会交流の時間の延⻑を迫ること	

⑬ 事前の許可なく⾯会交流に第三者やペットを連れてくる等、⾯会交流の内容を予定外の
ものに変更しようとすること（その場で⾯会交流の実施を中⽌します。）	

⑭ その他、本規約の定めや⾯会交流の現場での当法⼈の指導・指⽰に従わないこと	

２ 前項に列挙する⾏為のいずれかが⾏われた場合、当法⼈は、当サービスの利⽤契約を解
除することができます。また、同⾏為によって当法⼈が損害を被った場合には、当法⼈は、
利⽤者に対して損害賠償を求めることができます。 

 
第１１条（返⾦対応） 

当法⼈の責に帰すべき事情による⾯会交流のキャンセルによる利⽤料の返⾦の場合を除
き、事前相談費⽤、申込⾦、年会費、利⽤料等は返⾦致しません。 
 
第１２条（個⼈情報の取扱い） 
個⼈情報の取扱いについては以下の通りとします。 
１ 利⽤⽬的 

当法⼈は、収集した個⼈情報について、以下の⽬的のために利⽤いたします。 
① おやこリンクサービスのご依頼、ご相談に関する回答 
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② 資料請求に対する発送のため 
③ 関連する商品・サービス・イベントの案内のため 
２ 第三者提供 

当法⼈は、以下の場合を除いて、個⼈データを第三者へ提供することはしません 
① 法令に基づく場合 
② ⼈の⽣命・⾝体・財産を保護するために必要で、本⼈から同意を得ることが難しい場

合 
③ 公衆衛⽣の向上・児童の健全な育成のために必要で、本⼈から同意を得ることが難し

い場合 
④ 国の機関や地⽅公共団体、その委託者などによる法令事務の遂⾏にあたって協⼒する

必要があり、かつ本⼈の同意を得ることで事務遂⾏に影響が⽣じる可能性がある場合 
３ 開⽰請求 

利⽤者の個⼈情報について、ご本⼈には、開⽰・訂正・削除・利⽤停⽌を請求する権
利があります。⼿続きにあたっては、ご本⼈確認のうえ対応させていただきますが、代
理⼈の場合も可能です。詳細については、以下「個⼈情報相談窓⼝」へご連絡ください。 
(個⼈情報相談窓⼝) 
⼀般社団法⼈おやこリンクサービス 
〒３００−１２５４ 
茨城県つくば市宝陽台２−１０ 
電話 ０２９８−１１−８４６４ 
メール ｉｎｆｏ＠ｏｙａｋｏｌｉｎｋ．ｏｒｇ 
 

２０２５年９⽉１⽇改定 ⼀般社団法⼈おやこリンクサービス 
 
当サービスにおいて⽣ずる問題については、信義誠実の原則に従い、双⽅、協議の上解決し
ます。別紙のサービス申込書に双⽅の捺印をし（２部）、お互いに保持することとします。 


